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　埋蔵文化財は、安曇野市のྺ史をཧղするためにかけがえのない市ຽ

です。安曇野市教育委員会では、埋蔵文化財の発掘調査等を࢈༗の財ڞ

通じて、地域のྺ史資料の஝積ٴͼ調査結果のެ開ීٴに౒めています。

　本書では、明科遺跡群明科廃寺第 4次発掘調査の成果をまとめました。

明科遺跡群明科廃寺は今回の発掘調査以前に 3次にわたる発掘調査が行

われています。その結果、安曇野市明科の地に県内࠷古ڃの古代寺院が

存在することが確認されましたが、寺域や伽藍の配置などが不明確なま

までした。第 4次発掘調査では寺域の西辺を区画すると考えられる掘立

柱柵列を確認し、寺域を推定するうえで大きな成果をಘることができま

した。この調査成果が、県内࠷古ڃである古代寺院のશମの࢟を明らか

にしてい͘今ޙの調査研究に໾立つことを期଴します。

になりますが、本書をまとめるにあたりଟ͘のօ様、ॾ機関に͝ޙ࠷　

協ྗと͝ࢦಋをࣀりました。この場をかりて、ް͘ྱޚਃし上͛ます。

　本書ࡌܝの調査成果がଟ͘の市ຽに׆༻され、͘޿安曇野のྺ史・文

化ղ明に໾立つことをف೦しংとさせていたͩきます。

平成29年（201７） 3 月

安曇野市教育委員会
教育長　橋౉　উ໵
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に所在する明科遺跡群明科廃寺第 4次発掘調査の報告書である。第 1～ 3次

発掘調査の֓要については、第 2章 3に記ࡌした。

2　本遺跡は、これまで「明科廃寺址」のද記で調査・研究されてきた経աがあるが、本書では『安曇

野市埋蔵文化財แ蔵地図』（平成22年 3 月31日発行）にैい「明科遺跡群明科廃寺」とする。

3　本書ࡌܝの調査は、安曇野市教育委員会が実施し、安曇野市がඅ༻ෛ୲した。

4　本書の編集は安曇野市教育委員会教育部文化՝が行った。ࣥචは大澤慶哲、松田洋輔、土屋和章が

୲౰し、山下泰Ӭが౷ׅした。ࣥච分୲は以下のとおりである。

　　土屋和章ɿ第 1章　　松田洋輔ɿ第 2章 3、第 6章、第 8章 2・ 3

　　パリノ・サーヴェイ株式会社ɿ第 ７章　　大澤慶哲ɿ前記以֎

5　本書で࢖༻した主なҾ༻・ࢀ考文ݙは巻末に一ׅしてࡌܝした。たͩし、第 ７章は章末にࡌܝした。

6　୸化ࡐ等の自વ科学分ੳは、パリノ・サーヴェイ株式会社にۀ຿委ୗした。

７　本書ࡌܝの調査に関する出土遺物ٴͼ事຿書ྨ、記録ྨは安曇野市教育委員会が保؅している。

8　調査શൠにわたり以下の方ʑから、͝ࢦಋ・͝協ྗをいたͩきました。（ܟশུ・ेޒԻॱ）

　　ઙ川行༤、安曇野市豊科郷土ത物館、കׯ野成央、ඦ੉新࣏、山田真一

ຌ　　ྫ

1 　発掘調査ٴͼ੔ཧۀ࡞に際し、遺跡ུ号として遺跡名のΞϧフΝϕοトと調査年౓（西暦2015年）

の૊み߹わせである次のද記を、遺物஫記等に࢖༻した。

　　明科遺跡群明科廃寺第 4次発掘調査ɿ"4)15

2 　調査ٴͼ本書での遺構名は、次のུ号を࢖༻している。

　　4#ɿ竪穴状遺構　　4,ɿ土壙　　4%ɿ1　　ߔɿϐοト

3　遺構・遺物の法ྔのදࣔで、残存Օ所のみをܭଌした場߹は（　　　）でࣔした。

4　本書実ଌ図で遺物は次のようにද現した。また、ॖईは֤図にࣔした。

　　土師器ɿஅ面ແ地　　須恵器ɿஅ面ࠇృ　　石器ܽଛ部ɿണ཭面内ۭന

5　土層の৭調は೶ྛਫ࢈ল೶ྛਫٕ࢈ज़会ٞ事຿؂ہम『新൛　ඪ४土৭஽』に४じた。

6　本書では、平成1７年10月 1 日の町村߹ซより前のچ郡名・چ町村名について「چ」をলུし、「東

筑摩郡」、「明科町」のようにද記した。

７　文ݙҾ༻等に際し、֤機関の名শを以下のようにলུした。

　　埋蔵文化財センターɿ埋文センター　　教育委員会ɿ教委

8　本書の第 1දにࡌܝした遺跡については、遺跡群のද記をলུした。

　　ྫ　明科遺跡群栄町遺跡ɿ栄町遺跡
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3810番 3

　調査面積　　60㎡

　調査原因　　個人住宅

　発掘ۀ࡞　　平成2７年（2015）11月1７日（Ր）～平成2７年（2015）12月 4 日（金）

　੔ཧۀ࡞　　平成2７年（2015）12月 ７ 日（月）～平成29年（201７） 3 月31日（金）

2 ըの֓ཁܭۀࣄ　

　明科遺跡群明科廃寺（以下「明科廃寺」とする。）第 4次発掘調査の調査原因となった事ۀは個人ઐ

༻住宅新築で、建築面積は56.７2㎡でશ面తにਂ౓1７5DNの地൫改良（ද層改良）を伴う。

3 　調査のػܖͱܦա

　明科廃寺第 4次発掘調査は個人住宅新築にかかる緊急発掘調査で、事ۀ主ମ者は個人である。

　本݅については、平成2７年（2015）10月 8 日෇で「土木工事等のための埋蔵文化財発掘のಧ出」（文

化財保護法第93৚第 1項）がఏ出され、同時に埋蔵文化財保護協ٞが開࢝された。

　今回の調査地には事前に明科廃寺の伽藍が存在すると༧ଌされていたが、残存状況は不明確であった

ため、文化財保護法第99৚にͮجき安曇野市教育委員会が調査主ମとなって平成2７年10月23日に試掘調

査を実施した。試掘での調査面積は約 1㎡とڱ小で明確に遺構を確認することはできなかったが、第 3

次調査で確認された土層堆積状況と同様の土層堆積が良好に残存していることが確認できた。この試掘

調査結果をもとに事ۀ主ମ者と࠶౓協ٞをܧଓするなかで建築ۀ者によって地൫調査が行われ、住宅建

築のためにはશ面తにਂ౓1７5DNのද層改良がඞ要という結果が出た。協ٞの結果、事ܭۀ画のมߋは

不Մೳであり、遺構面を現状保存するためのे分な保護層を確保することができないことが確認された。

このことから、本݅工事について記録保存のための発掘調査を実施する方޲で協ٞをܧଓし、平成2７年

11月 4 日෇けで「土木工事等のための埋蔵文化財発掘のಧ出」に安曇野市教育委員会教育長のҙݟ書を

෇して長野県教育委員会教育長にあてਐୡした。これにରし、長野県教育委員会教育長から11月 9 日෇

け「प஌の埋蔵文化財แ蔵地における土木工事等について（通஌）」にて、本݅工事についての埋蔵文

化財保護ા置は記録࡞成のための発掘調査とするࢫの通஌があった。このため、この通஌にͮجき事ۀ

主ମ者と日ఔ等の調੔をܧଓし発掘調査を実施した。
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4 　調査ମ੍

調査主ମ　安曇野市教育委員会

調査୲౰者　山下泰Ӭ（文化՝文化財保護܎長）

　　　　　　大澤慶哲、土屋和章（以上、文化՝文化財保護܎）

調査員　大澤慶哲、土屋和章、松田洋輔（以上、文化՝文化財保護܎）

発掘ࢀۀ࡞Ճ者　小穴金ࡾ࿠、উ野ୢ༤、北ྛ節子、田中ت一、等ʑྗ哲உ、ࡾ澤ढ़ल

੔ཧࢀۀ࡞Ճ者　北ྛ節子、田ଟҪஐ恵、細ඌみよ子、宮下ஐ美

事຿ہ　安曇野市教育委員会教育部　文化՝

ಹ須野խ好（文化՝長）、山下泰Ӭ（文化財保護܎長）、土屋和章（文化財保護܎）

5 　試掘調査

　本݅個人住宅新築地では、埋蔵文化財の残存状況が不明確であったため、保護協ٞをするなかで平成

2７年10月23日に安曇野市教育委員会が主ମとなって試掘調査を実施した。試掘調査では、建設地の地൫

΁のӨڹを考ྀして住宅建築位置֎北西に0.７ʷ1.5NのトϨンνを設定し、人ྗで掘࡟を行った。ਂ౓

130DNまで掘࡟した結果、ਂ౓100DNまでは଄成土、ۙ代以߱のՐࡂ層、࡞ߞچ土の堆積がみられ、ਂ

౓100～130DNにաڈの調査から遺構等が存在することが൑明しているᶙB～D層が良好に残存していた。

ᶙB～D層は஡׊৭೪土層で、土࣭の特௃ٴͼ遺構掘りࠐみਂ౓によって分層される。調査面積がڱ小で

あったため明確な遺構は確認できなかったが、ᶙB～D層にはඍ細な土器ย、୸化物がแؚされており、

敷地内に遺構等が良好に残存しているՄೳੑがۃめて高いことが確認された。

ୈ 1ਤ　ࢼ掘調査Ґஔਤ

0��������������������������������1�250�����������������������������ɹ10N

۷ௐࠪҐஔࢼ

ୈ 4࣍ൃ۷ௐࠪ۠
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ý 　発掘ۀ࡞・੔ཧۀ࡞のܦա

　明科廃寺第 4次発掘調査における現場での発掘ۀ࡞は、平成2７年（2015）11月1７日（Ր）から12月 4

日（金）まで実施した。詳細は調査日ࢽ抄として記ࡌする。

　੔ཧۀ࡞は平成2７年（2015）12月 ７ 日（月）から平成29年（201７） 3 月までஅଓతに実施して、平成

28年౓に本書を発行しશ事ۀをऴྃした。੔ཧۀ࡞においては、遺物のચড়、஫記を平成2７年౓中にऴ

ྃし、平成28年౓は図൛੔ཧ、遺物実ଌ図࡞成、ࣸ真ࡱӨٴͼ報告書ࣥචを行った。

þ 　調査೔ࢽঞ

平成2７年（2015）

11月1７日（Ր）　ද土আڈ開࢝。

11月18日（ਫ）　ޕ前、ද土আۀ࡞ڈ。

11月19日（木）　ද土আۀ࡞ڈ。機ࡐൖೖ。

11月20日（金）　検出ۀ࡞開࢝。

11月21日（土）　άリοドの設定。流路のਫ਼査。

11月24日（Ր）　4# 1 、4% 1 をਫ਼査。

11月25日（ਫ）　4# 1 、ϐοトをਫ਼査。ޙޕ、Ӎ

天により現場ۀ࡞中ࢭ。

11月26日（木）　Ӎ天により現場ۀ࡞中ࢭ。

11月2７日（金）　4# 1 、4, 1 、4% 1 、ϐοトを

ਫ਼査。

11月30日（月）　4# 1 、4, 1 をਫ਼査。現場ఫ収

を開࢝。

12月 1 日（Ր）　4# 1 をਫ਼査。現場ఫ収。ࣨ内に

て図面੔ཧ。

12月 4 日（金）　現場ఫ収。
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第 ù章　遺੻のҐஔͱڥ؀

1 　஍ཧతڥ؀

　松
ㆾㆤ

本
㇂ㆨ

ຍ地を流下する犀
㆕い

川
がわ

は、安曇野市明科と穂
ㆻ

高
㆟か

の境で高
㆟か

੉
せ

川
がわ

、穂
ㆻ

高
㆟か

川
がわ

と߹流し（ࡾ川߹流）、ӈ岸

の松本市৓山からଓ͘筑
ㆡㆎ

摩
ㆾ

山地と、ࠨ岸の安曇野市明科ࣣ
なな

و
き

ԡ
ㆈし

野
の

以北の中
なか

山
㇄ㆾ

山地の間をۂ流しながら長

野ຍ地΁と流れ下る。྆岸には河岸段丘がよ͘発ୡしており、ೄ文時代から現在にࢸるまで人ʑのੜ׆

の場としてར༻されている。明科廃寺はそのӈ岸段丘上の、安曇野市明科中川手の明科区に所在する。

明科廃寺の今回の調査地は、長野県安曇野市明科中川手3810番 3 、北緯36౓21分12ඵ、東経13７౓55分

40ඵ、ඪ高524.4̼をࣔす。

　松本ຍ地東ԑ山地である長
なが

ๆ
みㆭ

山地の࿢には、犀川ӈ岸河岸段丘が犀川にԊってೆ北に細長͘޿がって

いる。この௿位段丘群は人ͼとの฻らしの場所としてೄ文時代から今日までར༻され、௿位段丘群は 4

段となる（明科町教委1994）。第Ⅱ段丘のޫ
ㆲか㇋

橋
ㆰし

෇ۙから࢝まる北
き㆟

村
㇀㇉

面は中
なか

৚
じ㇇ㆄ

・北村・宮
み㇄

本
㇂ㆨ

・中
なか

地のߞ

集མを৐せ、町
ㆾㆡ

明・ߍ地では明科中学ߞ
㇁い

ೆ
なん

小学ߍのある上
わ

手
ㆧ

屋
㇄

敷
しき

地籍にࢸり、明科Ӻ東側の上
わ

郷
㆔ㆄ

地籍が

北୺部となっている。第ᶙ段丘の明科面はޫ橋෇ۙから天
てん

神
じん

原
ㆰ㇉

・宮本・中ߞ地・町・明科の集མを৐せ、

直交する会
あい

田
ㆠ

川
がわ

によってਁ৯をडけ、ൺ高 ７̼ほどの急な段丘֑となっている。

　明科廃寺の所在する明科地籍は、東は長ๆ山地から৳ͼるඌࠜに、北側は会田川、西は犀川にғまれ

たೆ北約 1 LN・東西約0.5LNのڱい段丘上にある。明科地籍一ଳはほぼશ域が遺跡となっており、明

科廃寺をはじめ、古
ㆵ㇋

殿
ㆨの

屋敷、栄
㆕かㆆ

町
ㆡ㇇ㆄ

遺跡、ཾ
㇊㇅ㆄ

໳
㇂ん

෵
ㆶㆡ

遺跡、県
あが㆟

町
ㆾㆡ

遺跡、上郷遺跡等から構成される明科遺

跡群を形成している。

2 　ྺ࢙తڥ؀

　明科廃寺は、ত和28年（1953）の遺跡発ݟ以དྷ、県内でも਺গないന๟時代の古代寺院跡であろうと

推ଌされていた。平成11年（1999） 4 ～ 5 月の第 3次発掘調査により、中心伽藍こそ発ݟにࢸらなかっ

たものの、倉庫等の瓦葺建物跡が検出されたことから、現在は古代寺院跡であることはほぼ間ҧいない

とཧղされる（明科町教委2000）。今ޙは中心伽藍の調査をはじめとする本֨తな調査によって、信濃

。の古代寺院のશ༰ղ明が期଴されているڃ古࠷

　そこで、明科廃寺が଄営された古墳時代末から平安時代初めのप辺の遺跡について֓؍すると、古墳

時代の古墳として、潮地籍の潮
ㆄしㆈ

古墳群 明科地籍のೳ、ج8
のㆄ

೦
ㆭん

寺
じ

古墳群 大、ج3
ㆈㆈ

଍
あし

地籍の෢
ㆶ

࢜
㆙

平
ㆠい㇉

古墳群

のଞ、明科地籍の上郷古墳、ԡ野地籍の上ج2
ㆄㆆの

屋
㇄

敷
しき

古墳があり、山࿢がこの地を࣏めていたࢯ଒のุ

域となっている。中でも、平成11年（1999） 2 ～ 3 月に行われた明科町総߹෱ࢱセンター建設に伴う

潮
ㆄしㆈ

神
しん

明
㇁い

宮
ぐㆄ

前
ㆾㆆ

遺跡の第 1次発掘調査では、 ７世紀ޙ൒から 8世紀初頭にൺ定される一辺が約20̼の方墳

ͼԁ墳֤ٴ が、平成1７年（2005）ج1 5 月の道路拡ு工事に伴う第 2次発掘調査ではԁ墳 が新たにج1

଒の古墳であるՄೳੑが高い（明科町教委ࢯつかっており、出土遺物等から明科廃寺を創建したݟ
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2005）。

　古墳時代の集མ跡は古いॱに、 3世紀末の住ډ跡 2軒が検出された上
かみ

ੜ
いㆎ

野
の

遺跡、 4世紀初めの集མ跡

が検出された潮神明宮前遺跡がある。古墳時代中期以߱では、明科地籍を主として ７遺跡が஌られてい

る。ཾ໳෵遺跡は、 5世紀代のࡇ᛾遺跡と考えられ、ᆁや㨗、高ᆀ等が出土している。ཾ໳෵遺跡のଓ

きにある栄町遺跡でも、ত和53年（19７8）のچ明科町໾場૿築工事に伴う第 1次発掘調査、それ以߱の

第 2～ 4次発掘調査で、古墳時代ޙ期のن໛の大きな集མ跡がݟつかっている（明科町史編纂会1984、

明科町教委2002、安曇野市教委2013、2014）。ত和62～63年（198７～1988）の長野自動車道建設工事に

伴い調査されたޫ遺跡群北村遺跡では、 ７～ 8世紀の集མ跡がݟつかり、あるఔ౓のまとまりを࣋った

竪穴住ډ群と、掘立柱建物やງにғまれた竪穴住ډ等が確認されており、౰֘時期のڌ఺తな集མの一

つであったと考えられる（長野県埋文センター 1993）。

　明科廃寺と犀川を挟んでର岸にある上
ㆄㆆ

野
の

遺跡や、上屋敷古墳प辺のやしき遺跡でも、ࢄ布する遺物か

ら古代の集མが༧૝され、犀川を挟んで྆岸で、川をར༻した流通のڌ఺としての重要ੑをײじさせる

遺跡の分布をࣔしている。さらに上野遺跡の北 1 LNには明科廃寺の瓦をੜ࢈した桜
㆕ㆎ㇉

坂
㆖か

古窯跡があり、

ԡ野山東側山࿢のࣼ面にԊってさらに宮
み㇄

原
ㆰ㇉

古窯跡につながり、 ７世紀ޙ൒以߱の古窯跡群となっている。

また、この犀川ӈ岸の上手屋敷遺跡でも平成15年（2003）の発掘調査で、一辺が 1̼ほどの方形の柱穴

を࣋つ掘立柱建物跡がݟつかっている（明科町教委2004）。

3 　明科廃寺の֓ཁ

　明科廃寺は、 ７世紀末～ 8世紀初頭に創建されたと考えられる寺院跡で、これまでに 3次にわたる発

掘調査が実施されている。ত和28年（1953）に個人住宅建築に伴う੔地ۀ࡞を行った際に瓦ยが出土し

たことが明科廃寺発ݟのきっかけとなり、原嘉藤ࢯによって第 1次発掘調査が実施された（原1955）。

調査では、੔地ۀ࡞によって出土した遺物の࠾集ٴͼ出土状況のௌऔٴͼ調査区を"～E地区に分けて

のϘーリンάによる土層ٴͼ遺物埋蔵状況の確認がされた。この調査により౰時の地ද下約30DNから

土師器、須恵器、փᬵಃ器、瓦、瓦ౝのഁย等が出土し、遺物出土面の推定がなされた。ห天᛿跡ೆد

りのϘーリンά調査では、かつてその෇ۙに஑があったとの伝ঝをཪͮけるような土層堆積がみられ、

さらにそのೆ側のϘーリンά調査では、人工తな遺構が存在するՄೳੑがあるとされている。第 1次調

査でଟྔの瓦が出土したことにより、遺跡のੑ֨が寺院跡と位置ͮけられたが、寺院に関܎するૅ石建

物跡等の遺構は確認されなかった。軒丸瓦については、ന๟期、奈良期、平安期にわたるࡾ様式がある

とࢦఠされた。出土した瓦から、明科廃寺は長野県内࠷古のന๟期の寺院跡と推定されている（上田市

立信濃国分寺資料館1990）。

　そのཌ年、ত和29年（1954）に、第 1次調査区の#地区にあたるਫ田の土࣭改良による掘ׂから礫敷

や瓦ยが出土したため、原嘉藤ࢯが第 2次発掘調査を実施した（原1955）。調査では、掘ׂに"～'トϨ

ンνと名前を෇け、掘ׂ内のਫ਼査や෇ۙのϘーリンά調査が実施された。"トϨンνは、長さ10.5N、

幅0.７5Nで地දから礫敷までのਂさは、北部から中央部にかけて30DN、ೆ部においては18～25DNとな

っている。礫敷に༻いられた礫は主に10ܘDNఔ౓の丸形ͩが、中にはܘ 5 DNఔ౓の礫が35ܘDNఔの
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ԁ形に集中した部分や、礫敷の中அされている部分も確認された。礫の上からは、瓦ౝのഁยや瓦、փ

ᬵಃ器等が出土しており、礫の下から遺物は確認されなかった。#トϨンνは、長さ15N、幅0.７5Nで、

地දから礫敷までのਂさは東部は28DN、中央部は30DN、西部は22DNとなっている。礫敷は東部では

ૈ͘、中央部と西部は੔વとしていたが、"トϨンνと#トϨンνの交఺西側に1.5N࢛方にわたり礫敷

をܽいたՕ所が確認された。また、中央部では"トϨンνにみるようなԁ形の集石も確認した。$トϨ

ンνは、#トϨンνと同じ長さͩが中央部のみ幅が1.5Nとなっている。地දから礫敷までのਂさは、東

部で21～22DN、中央部で24～30DN、西部においては22～24DNとなっている。$トϨンνは、ほぼશ面

に礫敷を༗し、ԁ形の集石を 5Օ所、"トϨンνとの交఺に10ܘDNのԁ౵の立石を確認した。%トϨン

νは、長さ ７ N、幅0.5NでトϨンν北部のۂり໨に$トϨンνと同様なԁ౵の立石を確認し、その෇ۙ

から瓦ยが出土している。EトϨンνは、"トϨンν東側に平行し、#・$トϨンνを結ͿトϨンνであ

る。地දから礫敷までのਂさは中央部で25DN、同所から瓦が出土している。トϨンνの一部がߞ土に

より埋຅しているՕ所があるが、Ϙーリンά調査では礫敷は確認されなかった。'トϨンνは、EトϨ

ンνの東側3.5NのՕ所に平行している。地දから礫敷までのਂさは北部で20～28DN、中央部は30DN、

ೆ部は22DNとなっている。礫敷は北部から中央部にかけてはബいが、$トϨンνとの交఺では੔વと

している。北部からは20ܘDNఔ౓のম土も確認された。また、礫敷のൣғを調査するために天ཧ教教

会建物の東軒直下に東西７0DN、ೆ北50DN方形の試掘を行ったところ、地ද下約30DNから礫敷と瓦ย

が出土した。"トϨンνೆ部の礫敷が中அされたՕ所から、さらにೆ΁1.７5Nの地఺とห天᛿跡小丘の

北࿢部をϘーリンά調査したが、礫敷は確認できなかった。これらの調査結果から礫敷のൣғは、北は

#トϨンν෇ۙ、ೆは$トϨンνと'トϨンνの交఺と%トϨンνೆ୺を結Ϳ線෇ۙ、東は'トϨンν෇

ۙ、西は調査区より西΁ଓいていると考察されている。

　礫敷については、平成 3～ ７年（1991～1995）に実施された岐
ㆍ

阜
ㆵ

県
けん

飛
ㆲ

驒
ㆠ

市
し

古
ㆵ㇋

川
かわ

の杉
㆙ㆍ

崎
㆕き

廃寺の発掘調査

によって、中心伽藍内に一面の礫敷が確認されている（古川町教委1998）。これによって、明科廃寺で

確認された礫敷が杉崎廃寺と同様に中心伽藍内の礫敷であるՄೳੑが考えられるようになった。また、

瓦については明科廃寺出土の軒丸瓦と同じҙঊの文様をもつ軒丸瓦が岐阜県飛驒市古川の寿
じ㇅

楽
㇉ㆎ

寺
じ

廃寺や

࣎
し

լ
が

県
けん

大
ㆈㆈ

௡
ㆤ

市
し

のҥ
きㆬ

川
がわ

廃寺から出土しており、明科廃寺との軒丸瓦の関ੑ܎がࢦఠされた（明科町史編纂

会1984）。そのޙ、山
㇄ㆾ

梨
なし

県
けん

甲
か

斐
い

市
し

の天
てん

狗
ぐ

沢
㆖わ

窯からも同様の文様をもつ軒丸瓦が出土したことにより、天

狗沢窯の軒丸瓦の文様と製ٕ࡞法についても関連がࢦఠされている（敷島町教委1990）。第 2次調査で

は、寺域を推定できるような遺構は確認されなかったが、地籍図を࢖༻して寺域の推定がされた。

　平成 9年（199７）には、明科町教育委員会により犀川ࠨ岸に位置する桜坂古窯跡の発掘調査が実施さ

れた（明科町教委1998）。調査以前より布໨瓦等が確認されており、古窯跡として஌られていたが、ૢ

。方から、明科廃寺のमસ等に窯がར༻されていたと考えられてきたݟ時期が平安時代を૎らないとのۀ

調査の結果、ฦしのある須恵器ᆀ֖等が出土し、ૢۀ時期が調査以前のݟղより૎る結果となり、また、

明科廃寺第ೋ型式 1ྨの軒丸瓦が出土したことから、明科廃寺の瓦窯跡の一つであることが確定した。

　その 2年ޙの平成11年（1999）に、明科町教育委員会によって明科廃寺第 3次発掘調査が実施された

（明科町教委2000）。明科廃寺発ݟのܖ機となった地఺と同敷地内での個人住宅建替に伴い、調査が実施
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され、掘立柱建物跡 4౩、土޵、柱穴等が確認された。掘立柱建物跡の 1号建物跡は、ܘ約７0DNのԁ

形柱穴がೆ北 5間、東西 1間にฒんでいるが、東西 1間の柱間が1.3Nとڱいため調査区域֎の東側に

ଓ͘Մೳੑが高い。 1号建物跡の西側と東側にはଟྔの瓦が積み重なっており、その瓦ཷまりから出土

した瓦ౝยは第 1次調査で出土した瓦ౝと઀߹した。 2号建物跡は、ܘ約30DNの丸柱をもつ、柱間約

2.７Nのೆ北 2間、東西 5間の総柱建物である。 2号建物跡は 3号建物跡に੾られ、 1号建物跡とも一

部重なるが、 2号建物跡は 1号建物跡より下層で検出されたことから、 2号建物跡の方が古いと確認さ

れた。 3号建物跡は、幅７0～100DNఔ౓、ਂさ60DNఔ౓の布掘り内に ７本の柱が残存していることが

確認され、柱はほぼ1.2N間ִにฒͼ、布掘りとڞに北側の調査区域֎にଓいてい͘。 4号建物跡は、

෇ۙから瓦が集中して出土していることや、礫をࠞͥて೪土を敷いたと考えられる遺構を柱穴がऔりғ

Ήようにฒんでいること等から建物跡としたが、遺構のほとんどが調査区֎にかかっているため、遺構

のن໛等は不明である。これら 4軒の掘立柱建物は、瓦の出土状況等から倉庫等の瓦葺建物跡ͩと考え

られ、中心伽藍に関܎する遺構は確認されなかった。遺物については、古墳時代からの系ේを༗する須

恵器ᆀ等が出土しており、これまでの明科廃寺創建時期に関する所ݟにԊう結果となっている。

　発掘調査ޙの成果としては、明科廃寺出土の軒丸瓦第一型式第 2ྨと寿楽寺廃寺の出土軒丸瓦Ⅱ型式

の同ᝎ関܎が確認されたことが͛ڍられる（山路2004）。同ᝎ関܎の確認以前より明科廃寺の軒丸瓦に

ついては、寿楽寺廃寺やҥ川廃寺、天狗沢窯から出土した軒丸瓦との関わりがࢦఠされていた（明科町

史編纂会1984、敷島町教委1990）。明科廃寺出土軒丸瓦と同ᝎ関܎にある寿楽寺廃寺や、同ᝎではない

が同じҙঊの文様をもつҥ川廃寺と天狗沢窯のそれͧれの地域に、瓦౰文様と製ٕ࡞法の伝播や工人ୡ

の交流があったと考察されている（山路2013）。

天
理
教
教
会

1�150 10N0

ୈ 2ਤ　ୈ 2࣍ൃ掘調査Ͱ֬ೝ͞Εͨ᛽ෑ（1955ݪ）
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ୈ 3ਤ　ୈ 3࣍ൃ掘調査全ମਤ（໌Պொڭҕ2000）
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ୈ 4ਤ　໌Պഇࣉ෇ۙͷ遺੻（ 1 �17
500）

ୈ 1表　໌Պഇࣉ෇ۙͷ遺੻
/P. 遺跡名 種　ྨ 時　代

5-208 ৓ޅ ৓館跡 中世・ۙ世

5-210 Ԙ川原遺跡 布地ࢄ ೄ文・໻ੜ・古墳・奈良・平安・ 
中世・ۙ世

5-211 Ԙ川原内ງ館 ৓館跡 中世

5-212 桜坂古窯跡 ੜ࢈遺跡 古墳・奈良・平安・中世・ۙ世

5-213 ଙޒ࿠屋敷 布地ࢄ ೄ文

5-214 Ԙ川原上ノ平遺跡 ৓館跡・ࢄ布地 ೄ文・中世・ۙ世

5-215 上野遺跡 布地ࢄ ೄ文・古墳・奈良・平安・中世・ۙ世

5-216 やしき遺跡 布地ࢄ ೄ文・古墳・奈良・平安・中世・ۙ世

5-21７ 上野屋敷古墳 古墳 古墳

5-220 ԡ野৓ ৓館跡 中世・ۙ世

5-221 ৓ϲ平遺跡 布地ࢄ ೄ文・中世・ۙ世

5-40７ 明科遺跡群上郷遺跡 布地ࢄ ೄ文・古墳・奈良・平安

5-408 明科遺跡群上郷古墳 古墳 古墳

5-409 明科遺跡群明科廃寺 社寺跡 古墳・奈良・平安

5-410 明科遺跡群県町遺跡 集མ跡 古墳・奈良・平安

5-411 明科遺跡群栄町遺跡 集མ跡 古墳・奈良・平安

5-412 明科遺跡群ཾ໳෵遺跡 そのଞ（ࡇ᛾） ໻ੜ・古墳

5-413 明科遺跡群古殿屋敷 集མ跡・৓館跡 古墳・平安・中世・ۙ世

5-414 明科遺跡群本町遺跡 集མ跡 ໻ੜ・古墳・奈良・平安

5-415 こや৓ 集མ跡・৓館跡 ೄ文・古墳・奈良・平安・中世・ۙ世

/P. 遺跡名 種　ྨ 時　代

5-416 ೳ೦寺 1号墳 古墳 古墳

5-41７ ೳ೦寺 2号墳 古墳 古墳

5-419 ෢࢜平遺跡 布地ࢄ 古墳・中世・ۙ世

5-420 ෢࢜平 1号墳 古墳 古墳

5-421 ෢࢜平 2号墳 古墳 古墳

5-422 ు中遺跡 布地ࢄ ೄ文

5-501 潮遺跡群潮神明宮前遺跡 集མ跡 古墳・奈良・平安

5-502 潮遺跡群新屋遺跡 布地ࢄ 古墳・奈良・平安

5-503 潮古墳群金山௩ 1号墳 古墳 古墳

5-504 潮古墳群金山௩ 2号墳 古墳 古墳

5-505 潮古墳群金山௩ 3号墳 古墳 古墳

5-506 潮古墳群金山௩ 4号墳 古墳 古墳

5-50７ 潮古墳群金山௩ 5号墳 古墳 古墳

5-508 潮古墳群お経௩古墳 古墳 古墳

5-509 潮遺跡群古屋敷遺跡 ৓館跡 古墳・平安・中世・ۙ世

5-510 潮遺跡群Ӝ田遺跡 布地ࢄ 古墳・平安・中世・ۙ世

5-511 潮遺跡群古殿屋敷 ৓館跡 中世・ۙ世

5-512 潮遺跡群Ԙ田若宮遺跡 集མ跡 ೄ文・古墳・奈良・平安

5-513 潮遺跡群ޒࡾ山遺跡 布地ࢄ ೄ文

5-514 潮遺跡群஡ӓ山遺跡 ৓館跡・ࢄ布地 ೄ文・中世・ۙ世
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第 ú章　調査のํ๏
　今回の調査地で個人住宅が新築されることになり、建設地がप஌の埋蔵文化財แ蔵地である明科廃寺

のため、記録保存のための発掘調査を೦頭に保護協ٞを行った。౰֘地がաڈにՐࡂでমࣦした製ࡐ工

場敷地であったことから、遺構の残存状況を確認するඞ要があり、平成2７年（2015）10月23日に敷地の

一֯で試掘調査を行った。この結果、建設地では遺構の存在する地層が良好に保存されていること、工

事がその地層にٴͿことから、開発事ۀ者と࠶౓保護協ٞを実施し、工事による埋蔵文化財΁のӨڹが

不Մආであるため、建設地શ面の発掘調査を実施して遺跡の記録保存をはかる方޲となった。

　発掘調査では、建設༻重機を࢖༻して記録保存がඞ要なൣғのද土আڈを行った。発掘調査にあたっ

ては、敷地北辺をج४に 2ʷ 2̼の೚ҙάリοドを設定し、北から"～E、西から 1～ 6の記号番号を

෇した（第 ７図）。遺構、遺物の所在は、このάリοドをج本として記ࡌしている。遺構の実ଌについ

ては、άリοドをج४に調査員・ۀ࡞員が現場で؆қݣ方ଌྔを実施した。記録ࣸ真は現場・੔ཧとも

に主としてσδタϧカϝラを࢖༻した。

　੔ཧۀ࡞は現場ۀ࡞ऴྃޙにࣨ内で行い、土器等のચড়、஫記、઀߹、実ଌ、属ੑ؍察、図൛࡞成・

調੔、ࣸ真ࡱӨ等ٴͼ報告書࡞成を行った。

ୈ 4࣍ൃ۷ௐࠪ۠

ୈ 1࣍ൃ۷ௐࠪ۠෇ۙ

ୈ 2࣍ൃ۷ௐࠪ۠෇ۙ

ୈ 3࣍ൃ۷ௐࠪ۠

国
　道
　19　号

0��������������������������������1�2500�����������������������������100N

ୈ 5ਤ　ൃ掘調査Ґஔਤ
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ୈ 4࣍ൃ۷ௐࠪ۠

Ҩ੻ൣғ

۠ըਪఆൣғ

ୈ2࣍ൃ۷ௐࠪ۠

ୈ 3࣍ൃ۷ௐࠪ۠

国
　道
　19　号

1�1000 50N0

ୈ 6ਤ　区ըൣғਪఆਤ
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ୈ 7ਤ　調査区全ମਤ
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第 û章　૚ং
　今回の調査での土層の詳細は、第 8図の通りである。ج本土層はᶗ～ᶚ層に大別され、このうちᶙ層

は分層してᶙB～D層に細別した。

　調査地は、ত和28～29年（1953～1954）の第 1次ٴͼ第 2次調査時はਫ田で、そのޙ宅地化され、ত

和52年（19７７） 6 月にՐࡂでমࣦするまでは製ࡐ工場であった。そのため、地ද下７0DNまでのᶗ層は

Րޙࡂの੔地した埋土層で、その下層のⅡ層は層ް10DNఔのߞچ土層である。ᶙ層は׊ࠇ৭をఄする

࣭࠭シϧト層で、৭調やแؚされる礫、土৕のࠩҟでᶙB～Dの 3層に細別される。ᶚ層は࠭のଟい࣭࠭

シϧト層で、調査区の西側はάライ化し੨৭をଳͼた土層となっている。

　遺物の出土はᶙ層からで、ᶙB層、ᶙC層、ᶙD層のॱで下層に行͘にしたがってྔがݮগしている。

遺構の検出はᶙD層上面で行ったが、ޙ世の֧ཚ等のӨڹもあり、࠷ऴతにはᶚ層まで掘り下͛て遺構

の確認をした。

ୈ 8ਤ　جຊ土૚ਤ

524�80̼

ᶗ

ᶘ

524�80̼

ᶙB
ᶙC
ᶙD
ᶚ

ᶗ

ᶙB
ᶙC

ᶚ

ௐࠪ۠౦น ௐࠪ۠ೆน

ᶗ��
 ୅ͷ୐஍଄੒౔ݱ
ᶘ��
10:34�1 փ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊
ɹɹ࡞ߞچ౔
ɹ���10:34�4 ৭౔Λཻঢ়ʹؚΉ׊
ɹܘ��� 1DNʙ 3DNఔ౓ͷখ᛽ΛؚΉ
ᶙB
10:33�1 ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ
ɹ����୸Խ෺ɺҨ෺ΛؚΉ
ɹܘ���� 1DNʙ 3DNఔ౓ͷখ᛽ΛؚΉ
ɹ����΍΍೪౔࣭
ᶙC
10:33�2 ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ
ܘ�������� 5DNఔ౓ͷ᛽ΛগྔؚΉ
��������10:33�4 ৭౔Λཻঢ়ʹؚΉ׊҉
��������୸Խ෺ɺҨ෺ΛؚΉ
ᶙD
10:33�2 ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ
ɹ����ᶙC ૚ʹࣅΔ͕ 10:33�4 ৭౔ཻ͕গͳ͍׊҉
ᶚ���
10:34�4 ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊
ɹ����΍΍࠭ͬΆ͍
ܘ��������� 1DNະຬͷখ᛽ΛؚΉ
���������୸Խ෺ΛؚΉ

1�20 50DN0
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第 ü章　遺ߏ
　明科廃寺第 4次発掘調査で検出された遺構は、掘立柱柵列の柱穴 3、竪穴状遺構 ߔ、1 1、土壙 1、

柱穴1７、流路等である。なお、掘立柱柵列の༻ޠについては、岐阜県飛ኧ市の杉崎廃寺発掘調査報告書

の所ݟにڌった（古川町教委1998）。

1 　掘立柱柵列（第 Ā図）

　$ 2、$ 3 、% 2 、% 3 άリοド（調査区のほぼ中央やや西دり）に 2ʷ2.5̼のᶚ層上面までୡする

大きな֧ཚがあり、この֧ཚのن໛を確認している際に1 3 ・ 4 を検出した。֧ཚをऔりআいたところ、

ᶚ層上面で平面形が80ʷ80DNのほぼਖ਼方形の柱穴 、が確認された。さらにج2 の柱穴列のԆ長線ج2

上で調査区北นの土層確認༻トϨンνに同様の柱穴116が確認できた。掘り方は一辺が約80DNで、ਂさ

が検出面から40DN、直25～20ܘDNの柱ࠟが柱穴のほぼ中央に残っている。

　 に柱間2.2̼の等間ִでฒͿことになり、位置から寺域の西側を区੾るため޲の柱穴は/16°E方ج3

の区画塀と૝定される。これらの柱穴は、ᶙD層上面で検出されᶚ層を掘りࠐんでいるため、第 3次調

査の所ݟからすると創建時の遺構と考えられる。

　明科廃寺と同ᝎのૉห 8༿࿇՚文軒丸瓦が出土している、岐阜県飛驒市古川の寿楽寺廃寺から直線で

約1.5LNのڑ཭に在る杉
㆙ㆍ

崎
㆕き

廃寺の発掘調査では、中心伽藍の区画や寺院域をғΉ区画に 1本柱の掘立柱

柵列による塀を༻いており、中心伽藍をғΉն࿓に౰たる部分も 1本柱の塀となっている。掘立柱柵列

の柱間は場所によってඍົにҟなるが、寺院域をғΉ֎पの柱間は֓Ͷ2.2～2.4̼（天平ईでは７.5～ 8

ई）ఔ౓である（古川町教委1998、飛驒市教委2012）。このྫから、今回検出された柱穴列も杉崎廃寺

同様の区画塀であると推ଌする。

　また、1 3 、 4 、16に平行して1 5 、 6 、1７が検出されている。1 5 は、東西に長い長方形で40ʷ

20DN、1 6 はೆ北に長͘45ʷ25DNで直10ܘDNほどの柱ࠟらしきࠟ跡が残っている。11７は、直55ܘDN

ほどで土層確認༻トϨンνの北นにセΫシϣンのみ確認した。1 3 、 4 、16と1 5 、 6 、1７の柱穴列は、

཭であることや、1ڑ཭が2.3Nといͣれも等ڑ 3 、 4 、16と同様に1 5 、 6 、1７が/16°E方޲にฒͿこ

とから、 2つの柱穴列はԿらかの関連があると考えられる。1 3 、 4 、16が上屋の一部となる場߹、

1 5 、 6 、1７が下屋である等のՄೳੑもࢦఠされ、今ޙの検౼がඞ要である。

　なお、今回の発掘調査では掘立柱柵列のجఈ部やӍམߔ、上部構଄が૝定できるような構଄ࡐや瓦等

の建築ࡐは確認されなかった。

2 　୦݀ঢ়遺ߏ（第1÷図）

　今回の調査では竪穴状遺構（4# 1 ）が 検出された。4#ج1 1 は# 5 、# 6 、$ 5 、$ 6 άリοド（調

査区の北東۱）に位置し、検出できた平面形は 3 N࢛方ఔ౓である。この遺構શମの大きさや形状は分

からないが、ೆ西のコーφーの֯౓から方形のϓランが૝定される。遺構ਂ౓は平ۉ約40DNఔ౓で、
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ਂいところでは50DNほどになり、ఈ面は不ۉ੔である。遺物の出土はۃめてগな͘、ఈ面から丸瓦の

ഁยが出土している。Կのための施設であるかそのੑ֨は不明であるが、寺院に関わる施設の遺構と考

えられる。第 1次調査の報告では、今回の調査地の東側には「چপ地ଳ」の記ࡌがあるため、この一ଳ

が࣪地ଳであったՄೳੑがある。または、中心伽藍のࢀ道࿬に౰たる場所にԿらかのਫに関わる施設を

設けたՄೳੑもある。たͩし、4# 1 の上面で、北からೆに޲かってਂさ10DNఔの流路のࠟ跡が検出さ

れており、寺院廃ઈޙもこの場所がਫに関܎する場所であったことを物ޠっている。

3 （第11図）ߔ　

　調査区の東นにほぼ平行にԊってೆนから4# 1 まで直線తな4%）ߔ 1 ）が検出された。幅は40～

50DN、ਂさは12～15DNで、அ面は6ࣈ状をࣔす。調査区प辺が࣪地ଳであったՄೳੑがあることから、

ഉਫ路తな༻్の施設であったと考えられる。෴土からඍ細な土器ยや瓦ยが出土しているが、器形や

時期が特定できるようなものはない。4# 1 との੾り߹い関܎は不明であった。

4 　土ᆮ（第12図）

　# 4άリοドの調査区北นدりで土壙（4, 1 ）が検出された。検出時は4% 1 と平面形がࣅࠅしてい

ることから、ߔとして調査をਐめていたが、ఈ面෇ۙで土師器ᆀが出土したことから、土壙と൑அした。

平面形は、幅65～50DN、長さは北側が土層確認トϨンνで੾られており、はっきりしないが、調査区

北นஅ面に現れないので、࠷大でも1.5̼ఔ౓である。ਂさは、検出面から15DNで、அ面はࣼ܏のΏる

い6ࣈ状をࣔす。出土遺物は土師器ᆀ"が集中して 3఺ݟつかっている。出土土器から平安時代ޙ期の

土壙と考えられる。
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ୈ 9ਤ　掘立柱柵列
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10:33�1 ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ
ɹ୸Խ෺ΛগྔؚΉ
ɹ΍΍࠭ͬΆ͍

1
৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ�10:32�1
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2
৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ�10:33�2
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1
৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ�10:33�1
ɹ୸Խ෺ΛؚΉ
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ɹ5:3�2 ΦϦʔϒࠇ৭౔Λմঢ়ʹؚΉ

1
10:33�1 ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ
ɹ୸Խ෺ΛؚΉ
ɹ5:3�2 ΦϦʔϒࠇ৭౔Λմঢ়ʹؚΉ

1
10:33�1 ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ
ɹ୸Խ෺ΛؚΉ
ɹ5:3�2 ΦϦʔϒࠇ৭౔Λմঢ়ʹؚΉ

1
10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத
ɹ୸Խ෺ΛগྔؚΉ
ɹ᛽Λ΄ͱΜͲؚ·ͳ͍

13

14

116

15

16

117

1�60 2N0



第̑章　遺構

─ �� ─

ୈ10ਤ　SB 1

SB1

ਂງ

523�60N

523�60N

ྲྀ࿏

ྲྀ࿏

523�70N

֧ཚ

"

"`

" "`

%`

# #`

$ $`

523�30N 523�30N

11 1� 1�%

&
&`

% %` &`&

1

1

1

1
1 1

4#1

4#1

4#1

1

1

トレンチ

#

#`$

$`

%

ྲྀ࿏

1
৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊10:33�3�҉
ɹ୸Խ෺ɺҨ෺ΛؚΉ
ɹܘ 1DNఔ౓ͷখ᛽ΛগྔؚΉ
ɹ͘סͱ͘ݻͳΔ͕جຊ͸΍΍࠭ͬΆ͘ॊΒ͔͍
ɹ10:34�4 ৭౔Λॴʑմঢ়ʹؚΉ׊

1
৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ�10:33�1
ɹ୸Խ෺ɺҨ෺ΛؚΉ
ɹ΍΍೪౔࣭
ɹ͘סͱ͘ݻͳΔ͕جຊ͸΍΍࠭ͬΆ͘ॊΒ͔͍
ɹ୸Խ෺ɺҨ෺ΛগྔؚΉ

1
10:33�2 ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ
ɹ୸Խ෺ΛগྔؚΉ
ɹ΍΍࠭ͬΆ͍

1
10:33�2 ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ
ɹ୸Խ෺ɺҨ෺ΛؚΉ
ɹ10:34�4 ৭౔Λཻঢ়ʹଟؚ͘Ή׊

1
10:33�2 ৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ
ɹ13ͱࣅΔ͕ɺؚ·ΕΔ 10:34�4 ৭౔͕׊ 13 ΑΓগͳ͍

4#1

ྲྀ࿏

11

13

12

1�60 2N0
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S,1

トレンチ

523�50N523�50N
1 1

#`#"`"

"
"`

#
#`

1
৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ�10:32�2
ɹ୸Խ෺ɺҨ෺ΛؚΉ
ɹ5:4�2 փΦϦʔϒ৭౔Λཻঢ়ʹؚΉ

1
৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ�10:32�2
ɹ୸Խ෺ɺҨ෺ΛؚΉ
ɹ5:4�2 փΦϦʔϒ৭౔Λཻঢ়ʹؚΉ

1�60 2N0

ୈ12ਤ　SK 1

ୈ11ਤ　SD 1

SD1

SB1

トレンチ

523�40̼ 523�40̼
1 1

トレンチ

"
"`

#
#`

" "` # #`

1
৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ�10:33�2
ɹ୸Խ෺ɺҨ෺ΛؚΉ
ɹ΄ͱΜͲ᛽Λؚ·ͳ͍

1
৭࣭࠭γϧτɺ͠·Γதɺ೪ੑத׊ࠇ�10:33�2
ɹ୸Խ෺ɺҨ෺ΛؚΉ
ɹ΄ͱΜͲ᛽Λؚ·ͳ͍

1�60 2N0
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第 6章　遺物
　明科廃寺第 4次発掘調査では、奈良・平安時代にൺ定される瓦や土師器・須恵器の土器、金属製品ٴ

ͼ先史時代の打製石斧が出土した。なお、瓦についての؍察は、桜坂古窯跡と明科廃寺の発掘調査報告

書の所ݟに、また須恵器・土師器の؍察、時期区分については、中央自動車道関連埋蔵文化財発掘調査

報告書の所ݟにڌった（明科町教委1998、2000、小平1990）。

1 　瓦（第13図）

　瓦の分ྨج४は、軒丸瓦については、明科廃寺第 3次調査の分ྨに桜坂古窯跡で出土した軒丸瓦の所

。४を౿ऻしたجした。丸瓦・平瓦は、桜坂古窯跡の分ྨ༺࢖੔ཧしたものを࠶、をՃえݟ

ୈ 3表　ؙ瓦・ฏ瓦෼ྨ表（໌Պொڭҕ1998）

分ྨ 小分ྨ ತ面の調੔方法

"ྨ

1 Bྨ 大きいೄ໨のୟきのみで調੔

1 Cྨ 細かいೄ໨のୟきのみで調੔

2ྨ 平行ୟきのみで調੔

3ྨ ඛ形（連ଓ7ࣈ型）ୟきのみで調੔

#ྨ

1ྨ ೄ໨のୟきޙに工۩による調੔

2ྨ 平行ୟきޙに工۩による調੔

3ྨ ඛ形（連ଓ7ࣈ型）ୟきޙに工۩による調੔

$ྨ
1ྨ ୟきのࠟ跡がみられͣ、工۩のみによるφσ・ケズリ調੔

2ྨ ୟきのࠟ跡がみられͣ、工۩を࢖༻せͣ調੔

ୈ 2表　ؙݢ瓦෼ྨ表（໌Պொڭҕ1998ɺ2000Λվม）
型式 小分ྨ 文様 Ֆห 間ห ࿇子 पԑ部 ઀ண法

第一型式

第 1ྨ ૉห 8༿࿇՚文 Ֆห中央が௿いԜห
ཅࠁత

੝り上͛ている
がཅࠁతにද現

1ʴ 8
中๪小さ͘高い

線ݍ 1৚高
͘幅޿い 一本࡞り瓦౰ཪ面に布໨

第 2ྨ ૉห 8༿࿇՚文 Ֆห中央が௿いԜห
ӄࠁత

੝り上͛てӄࠁ
తにද現

1ʴ 8
中๪小さ͘高い

線ݍ 2৚高
͘幅޿い 一本࡞り瓦౰ཪ面に布໨

第 3ྨ ૉห 8༿࿇՚文
1ྨよりややஓ੿

Ֆห中央が௿いԜห
ཅࠁత

੝り上͛てӄࠁ
తにද現 不明 線なし高ݍ

͘幅ڱい 不明

第 4ྨ ૉห 8༿࿇՚文
प辺部との間に太い௜線

Ֆห中央が௿いԜห
ཅࠁత

੝り上͛ている
がཅࠁతにද現

3ʴ不明
中๪小さ͘高い

線なし高ݍ
͘幅ڱい

઀ண式瓦౰ཪ面にް͘೪土を٧
め઀߹

第ೋ型式

第 1ྨ 細いૉห12༿࿇՚文
प辺部との間に太い௜線めぐる

प辺をԜませՖหを
੝り上͛る ੝り上͛ 1ʴ 8ʴ16

中๪は大き͘௿い

઀߹した丸
瓦部で࡬面
を࡞る

ቕめࠐみ式瓦౰を丸瓦にቕめࠐ
みཪ面から೪土を٧めている

第 2ྨ
細いૉห12༿࿇՚文
ややஓ੿
प辺部との間に太い௜線めぐる

प辺をԜませՖหを
੝り上͛る ੝り上͛ 1ʴ 8ʴ16

中๪は大き͘௿い

઀߹した丸
瓦部で࡬面
を࡞る

ቕめࠐみ式瓦౰を丸瓦にቕめࠐ
みཪ面から೪土を٧めている

第 3ྨ 細いૉห11༿࿇՚文
प辺部との間に太い௜線めぐる

प辺をԜませՖหを
ද現するが、Ֆหは
やや平΂ったい

間หをՖหより
高͘੝り上͛る

1ʴ 6ʴ 8
中๪は大き͘௿い 高͘幅ڱい ઀ண式かʁ瓦౰部がかなりްい

第ࡾ型式

第 1ྨ

ૉห 8༿࿇՚文のม形かʁހ状文で࿇՚文をඳ͘つもりかʁあるいはεタンϓ状の型をԡ
し౰てて施文かʁ
文様がஓ੿
प辺部との間は௜線を८らす

प辺部高͘
ແ文 ቕめࠐみ式

第 2ྨ
࿇՚文をҙ図ʁ
प辺部との間を太い௜線で区画
隆線による区画文

高͘やや޿
いແ文 不明
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　今回出土した瓦は、ほとんどがഁยٴͼম成不良のもので、製ٕ࡞法の؍察や分ྨが൑別しに͘い状

ଶであった。その中から、ൺֱత状ଶが良いものをந出し報告する。 1～ 3は4# 1 出土の丸瓦で、 1

のತ面はୟきのࠟ跡が残っておらͣ、ୟきޙのϔラケズリやϔラφσによってஸೡに調੔されている。

また、遺構֎から軒丸瓦が 3఺出土している。 5はૉห 8༿࿇՚文の軒丸瓦である。Ֆหをཅࠁతにද

現していることから第一型式第 1ྨに分ྨする。 6はૉห12༿࿇՚文の軒丸瓦で、残存部はগないもの

のਫ਼޼なつ͘りを確認できるため、第ೋ型式第 1ྨとする。 ７は摩໣がͻどいが、第ೋ型式の特௃であ

る࿇՚文とप辺部の間にめぐる太い௜線をわͣかに確認できる。

2 　須恵器・土師器（第14図）

　4, 1 出土の 1～ 3は、14期にൺ定される土師器ᆀ"でܘޱが9.5～10DN、器高が2.5～2.8DNと法ྔが

ଗっており、ఈ部੾り཭しはいͣれも回సࢳ੾りである。4# 1 出土の 4は、 4期と考えられる須恵器

鉢$（Ꭼ鉢）で֎面に 4৚の௜線を施し、ఈ部中央෇ۙにはম成時のഁ྾๷ࢭの小޸が 1఺確認できる。

1 1 出土の 5はܘޱが1７DN、器高が残存部ͩけで 5 DNある਎のਂい器形であり、 4期以߱に認められ

る須恵器ᆀ#ᶙのޱԑ部ഁยと考えられる。

　 ͼٴ6 8～10は、 4～ 5期の遺構֎出土の遺物である。 ７は、須恵器鉢
はㆤ

形土器で、ఈ部は残存してお

らͣ、やや丸みがかったମ部下൒から大き͘開͘ମ部上൒、͘ڧ内࿷するޱԑ部を࣋つ。鉢形土器は丸

いఈからମ部が大き͘開いてޱԑ部が内すぼまりとなる器形をࢦし、仏教関連遺跡からの出土がଟ͘認

められる（山田2006）。安曇野市内では上
ㆄㆆ

ノ山
㇄ㆾ

窯跡群158地区 5号窯（158地区19）ٴͼ15E地区փ原

（15E地区343～345）の出土須恵器にྨྫがある（豊科町東山遺跡調査会編1999）。このうち158地区 5

号窯の鉢形土器は平ఈで12.0ܘޱDN、ޱԑ部が内࿷する器形で、 5号窯自ମは 8世紀中༿の年代が༩

えられている。たͩし ７の鉢形土器は、5.8ܘޱDNと鉢形土器としては小Ϳりで、ྨྫは東京都ೆଟ摩

遺跡に認められた（高橋ଞ2000）。なお、 ７の଻土は、きめ細かཻ͘土がそろっており、その特௃は今

回の調査で出土したଞの須恵器とは明確にҟなる。

　このଞ、図ࣔできなかったがඇϩΫϩ੔形の土師器ᆀや高ᆀの٭部が遺構֎から出土している。

3 　石器（第15図）

　 1は、4# 1 出土の打製石斧でਕ部をܽଛしており、残存長は７.5DNをଌる。 2～ 4は遺構֎出土であ

る。 2の打製石斧は、྆面にࠟࡲがあり、 1や 3の打製石斧にൺ΂ްみがある。 3は、ج୺をܽଛして

おり、残存長は8.2DNをଌる。 4は、पԑՃ工を施したണยである。

4 　金属製品（第15図）

　 5は、4# 1 出土で残存部の長辺5.5DN、୹辺1.７DN、ްさ0.11DN、重さ4.5Hの製品である。部分తな

残存でਕ部の形成はない。およそ長方形をఄすると考えられるが、શ形や種別は不明である。
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ୈ13ਤ　出土瓦

7

1

2

3

4

5 6

8
9

1�4 10D̼0
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ୈ14ਤ　出土土器

�1�30 10DN

1 2 3

4

5

6

7

8 9 10

ୈ15ਤ　出土石器・金属製品

1

2

3
4

5

1�3 10DN0

2�3 5DN0
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ୈ 4表　出土瓦࡯؍表

/P. 遺構名 出土層位 形ଶ ৭調 ম成 ತ面 Ԝ面 分ྨ උ考

1 4# 1 ෴土 丸瓦 ৭׊ࠇ 不良 ϔラケズリʴϔラφσ 不明 $- 1 Ԝ面ߥれ

2 4# 1 ෴土 丸瓦 にͿいԫ׊৭ 不良 不明 布໨ 不明

3 4# 1 ఈ面 丸瓦 փԫ׊৭ 不良 不明 布໨ 不明

4 4# 1 ෇ۙ ᶙC、ᶙD層 平瓦 փ৭׊ 良 ඛ形ୟ ੾ࠟʴϔラφσࢳ "- 3 ম成時のׂれ༗

5 検出 ᶙD層 軒丸瓦 փԫ׊৭ 不良 - - 第一型式第 1ྨ

6 検出 ᶙD層 軒丸瓦 明ԫ׊৭ 不良 - - 第ೋ型式第 1ྨ

７ 検出 - 軒丸瓦 փԫ׊৭ 不良 不明 不明 第ೋ型式 れがܹしいߥ

8 検出 - 丸瓦 にͿいԫ׊৭ 不良 不明 不明 不明 れがܹしいߥ

9 検出 - 平瓦 փ৭׊ 良 ඛ形ୟʴϔラケズリ ੾ࠟʴ布໨ࢳ #- 3

ୈ 5表　出土土器࡯؍表

/P. 遺構名 出土層位 種別 器種 残存部位
ܘޱ
（DN）

ఈܘ
（DN）

器高
（DN）

ٕ法の特௃
උ考

֎面 内面 ఈ部

1 4, 1 ෴土 土師器 ᆀ" ԑ部～ఈ部ޱ 10.0 4.3 2.6 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సࢳ੾り

2 4, 1 ෴土 土師器 ᆀ" ԑ部～ఈ部ޱ 9.5 3.７ 2.8 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సࢳ੾り

3 4, 1 ෴土 土師器 ᆀ" ԑ部～ఈ部ޱ 10.0 4.8 2.5 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సࢳ੾り

4 4# 1 ෴土 須恵器 鉢$ ԑ部～ఈ部ޱ 15.9 9.0 13.6 ϩΫϩφσʴ௜線 ϩΫϩφσ 回సϔラ੾り
ఈ部にম成時の
ഁ྾๷ࢭの޸

5 1 1 ෴土 須恵器 ᆀ#ᶙ ԑ部ޱ 1７.0 不明 （5.0） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 不明

6 4# 1 ෇ۙ ᶙD層 須恵器 ᆀ" ମ部下൒～ఈ部 不明 8.4 （2.6） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సࢳ੾り

７ 検出面 ᶙD層 須恵器 鉢型土器 ԑ部～ମ部下൒ޱ 5.8 不明 （2.７） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 不明
଻土がന৭で
ཻ土がۉ一

8 検出面 - 須恵器 ᆀ# ఈ部 不明 9.0 1.1 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラ੾り

9 検出面 - 須恵器 ᆀ# ఈ部 不明 9.4 1.4 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラ੾り

10 検出面 - 須恵器 ᆀ# ఈ部 不明 9.8 1.3 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラ੾り

ୈ 6表　出土石器࡯؍表

/P. 遺構名 出土層位 名শ
大長࠷
（DN）

大幅࠷
（DN）

大ް࠷
（DN）

重ྔ
（H）

石ࡐ ٕ法の特௃

1 4# 1 ෴土 打製石斧 （７.5） （4.2） （1.3） （50.1） ؠ࣭ܔ

2 4# 1 ෇ۙ ᶙC、ᶙD 打製石斧 （8.７） （5.７） （2.3） （138.3） ؠ࣭ܔ ありࠟࡲ

3 検出面 ᶙC、ᶙD 打製石斧 （8.2） （4.７） （1.6） （７9.5） ؠ࠭

4 4# 1 ෇ۙ ᶙC、ᶙD ೋ次Ճ工のあるണย 6.4 10.1 2.3 108.2 ؠ࣭ܔ
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第 ７章　自然科学分析

明科遺跡群明科廃寺第 4次発掘調査の自然科学分析

  パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　明科廃寺（長野県安曇野市明科中川手）は、犀川のӈ岸に分布する河岸段丘上に立地し、本段丘の࠷

北に分布する栄町遺跡のೆ側に位置する。明科廃寺は、出土遺物などからന๟期の古代寺院址として஌

られており、これまでの発掘調査により掘立柱建物や道路跡などが検出されている（明科町教委
 1994� 

2000）。

　本報告では、平成2７年౓の発掘調査により検出された遺構の年代、出土୸化ࡐのथ種や木ࡐར༻の検

౼を໨తとして、自વ科学分ੳ調査を実施した。

1 　試料

　試料は、1 1 内より࠾औされた୸化ࡐがࠞじる土৕（試料 1ʀ"4)15 1 1 ）である（第16図）。試料

1はփ৭～҉փ৭ట中にෳ਺の୸化ࡐがࠞじる状況であったため、分ੳ試料として土৕中でൺֱత状ଶ

の良い୸化ࡐをந出した。

　本分ੳでは、上記のந出した୸化ࡐ（長さ 1 DN、幅 1 DN、ްさ 2 NNఔ౓）を์ࣹੑ୸ૉ年代ଌ定

にڙし、同試料の一部より࠾औしたഁยをର৅にथ種同定を行った。なお、୸化ࡐ試料は、൘状（൘໨

状）をఄする、थൽおよͼ࠷ऴ形成年ྠをܽ͘ഁยである。

ୈ16ਤ　෼ੳࢼྉ（ࢼྉ 1）

2cm
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2 　分析方法

⑴　放射性炭素年代測定

　試料ද面のԚれや෇ண物をϐンセοトなどにより物ཧతにআڈする。次にԘࢎやਫࢎ化φトリ΢ムを

༻いて、試料内部のԚછ物࣭を化学తにআڈする（ࢎʵΞϧカリʵࢎॲཧ� """ॲཧ）。そのޙ௒७ਫ

で中ੑになるまでચড়し、ס૩させる。なお、Ξϧカリॲཧは、0.001.～ 1 .まで濃౓を上͛、試料

の様子をみながらॲཧをਐめる。 1.のਫࢎ化φトリ΢ムでॲཧがՄೳであった場߹は"""と記す。

一方、試料が੬ऑで 1.のਫࢎ化φトリ΢ムでは試料がଛ໣し、े分な୸ૉがಘられないと൑அされた

場߹は、ബい濃౓のਫࢎ化φトリ΢ムの状ଶでॲཧをऴえる。その場߹は"B"と記す。

　ਫ਼製された試料を೩মして$02発ੜさせ、真ۭラインでਫ਼製する。మを৮ഔとし、ਫૉでؐݩして

άラフΝイトをੜ成する。ॲཧޙのάラフΝイト・మคࠞ߹試料を内ܘ 1 NNの޸にϓϨεし、ଌ定試

料とする。

　ଌ定はタンσムՃ଎器をϕーεとした14$-".4ઐ༻૷置を༻いて、14$のܭ਺、13$濃౓（13$�12$）、
14$濃౓（14$�12$）をଌ定する。".4ଌ定時に、ඪ४試料とόοΫάラ΢ンド試料のଌ定も行う。Ў13$

は試料୸ૉの13$濃౓（13$�12$）をଌ定し、ج४試料からのͣれをઍ分ภࠩ（̄）でදしたものである。

　์ࣹੑ୸ૉの൒ݮ期はL*##:の൒ݮ期5
568年を࢖༻する。また、ଌ定年代は1950年をج఺とした年

代（#1）であり、ࠩޡはඪ४ภࠩ（0OF 4JHNB� 68�）に૬౰する年代である。ଌ定年代のදࣔ方法は、

国際学会でのק告（4UVJWFS BOE 1PMBDI
 19７７）にैう。また、暦年ֱਖ਼༻に一ܻ໨までදした஋も記す。

　なお、暦年ֱਖ਼とは、大ؾ中の14$濃౓が一定で൒ݮ期が5
568年としてࢉ出された年代஋にରし、ա

７30
期5ݮ期のҧい（14$の൒ݮͼ൒ٴ、中の14$濃౓のม動ؾ場のม動による大࣓ٿ౓や地ڧのӉ஦線ڈ

ʶ40年）をֱਖ਼することによって、暦年代にۙͮける手法である。ֱਖ਼ۂ線は暦年代がわかっている遺

物や年ྠ（年ྠは細๔นのみなので、形成౰時の14$年代を൓өしている）などを༻いて࡞成されており、


.新のものは2013年に発දされた*OUDBM13（3FJNFS FU BM࠷ 2013）である。また、ֱਖ਼年代をٻめるιフ

ト΢ΤΞはい͘つかެ開されているが、今回は0Y$BM4.2（#SPOL � LFF
 2013）を༻いる。なお、年代

ଌ定஋に関しては、国際తなऔりܾめにより、ଌ定ࠩޡの大きさによって஋を丸めるのがྫ׳とされて

いる（4UVJWFS BOE 1PMBDI
 19７７）。たͩし、本報告では、কདྷతなֱਖ਼ۂ線ならͼにιフト΢ΤΞのߋ

新に伴うࢉܭ࠶にରԠできるよう、結果දには丸めない஋（ 1年୯位）を記している。

⑵　樹種同定

　試料を自વס૩させたޙ、木ޱ（ԣஅ面）・ຝ໨（์ࣹஅ面）・൘໨（઀線அ面）の 3அ面のׂஅ面を

察し、その特௃を現ੜ؍૊৫の種ྨや配列をࡐを༻いて木ڸඍݦおよͼ૸査型電子ڸඍݦ製し、実ମ࡞

ඪ本およͼ独立行੓法人৿ྛ総߹研究所の日本࢈木ࣝࡐ別σータϕーεとൺֱして種ྨ（分ྨ群）を同

定する。

　なお、木ࡐ૊৫の名শや特௃は、島地・ҏ東（1982）や8IFFMFSଞ（1998）をࢀ考にする。また、日

本࢈थ木の木ࡐ૊৫については、ྛ（1991）やҏ東（1995-1999）をࢀ考にする。
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3 　結果

⑴　放射性炭素年代測定

　試料 1（"4)15 1 1 ）は、同位ମิਖ਼を行ったଌ定結果（ิਖ਼年代）が1
490ʶ15#1、暦年ֱਖ਼結果

（ 2М）がDBM"% 543 - DBM"% 611である（第 ７ද、第1７図）。

ୈ 7表　์ࣹੑ୸ૉ೥୅ଌఆٴͼྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ

試料名
ॲཧ
方法

ิਖ਼年代
（#1）

Ў13$
（̄）

ิਖ਼年代
（暦年ֱਖ਼༻）
（#1）

暦年ֱਖ਼結果
ଌ定番号

1М暦年代ൣғ 2М暦年代ൣғ

試料 1
"4)151 1
୸化ࡐ（Ϋリ）

"B" 1490ʶ15 -26.41ʶ0.21 1492ʶ1７ 560（68.2ˋ）598DBM"% 543（95.4ˋ）611DBM"% 1L%-33422

ヨᩱ㻝㻔㻭㻿㻴㻝5㻌㻼㻝㻕䠖㻝4㻥㻞㼼㻝㻣㻮㻼

㻢㻤㻚㻞㻑㻌㼜㼞㼛㼎㼍㼎㼕㼘㼕㼠㼥

5㻢0㻌㻔㻢㻤㻚㻞㻑㻕㻌5㻥㻤㼏㼍㼘㻭㻰

㻥5㻚4㻑㻌㼜㼞㼛㼎㼍㼎㼕㼘㼕㼠㼥

54㻟㻌㻔㻥5㻚4㻑㻕㻌㻢㻝㻝㼏㼍㼘㻭㻰

400 450 500 550 㻢00 㻢50

㻯㼍㼘㼕㼎㼞㼍㼠㼑㼐㻌㼐㼍㼠㼑㻌㻔㼏㼍㼘㻭㻰㻕

㻝㻟00

㻝400

㻝500

㻝㻢00

㻝㻣00

㻾
㼍㼐
㼕㼛
㼏
㼍㼞
㼎㼛

㼚
㻌㼐
㼑
㼠㼑
㼞㼙

㼕㼚
㼍㼠
㼕㼛
㼚
㻌㻔
㻮
㻼
㻕

㻻㼤㻯㼍㼘㻌㼢4㻚㻞㻚4㻌㻮㼞㼛㼚㼗㻌㻾㼍㼙㼟㼑㼥㻌㻔㻞0㻝㻟㻕㻧㻌㼞㻦5㻧㻌㻵㼚㼠㻯㼍㼘㻝㻟㻌㼍㼠㼙㼛㼟㼜㼔㼑㼞㼕㼏㻌㼏㼡㼞㼢㼑㻌㻔㻾㼑㼕㼙㼑㼞㻌㼑㼠㻌㼍㼘㻌㻞0㻝㻟㻕

ୈ17ਤ　ྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ

⑵　樹種同定

　์ࣹੑ୸ૉ年代ଌ定にڙした୸化ࡐ（試料 1）は、޿༿थのΫリに同定された（第18図）。以下にղ

๤学త特௃等を記す。

・Ϋリ（┇┥┷┸┥┲┩┥ⓤ┧┶┩┲┥┸┥ 4JFC. FU ;VDD.）　ϒφ科Ϋリ属

　環ࡐ޸で、ݍ޸部は 3 - 4 列、ݍ޸֎でやや急ܹにܘをݮじたのち、઴ݮしながらՐԌ状に配列する。

道؅は୯ઠ޸を༗し、น޸は交ޓ状に配列する。์ࣹ૊৫は同ੑ、୯列、 1 -15細๔高。
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4 　考察

⑴　遺構の年代

　ϐοト（"4)15 1 1 ）内࠾औ試料よりந出した୸化ࡐ（試料 1）は、์ࣹੑ୸ૉ年代ଌ定結果にج

ͮ͘暦年ֱਖ਼結果（ 2М）をࢀ考とすると、 6世紀中ࠒから ７世紀前൒ࠒの年代が推定される。明科廃

寺は、これまでの発掘調査で出土した須恵器や瓦などの考古学తな検౼から ７世紀ޙ൒（ ７世紀第 3࢛

൒期）ࠒの創建と推定されており、今回の試料はこれよりも古い暦年代ൣғとݴえる。

　なお、本試料は部位不明の୸化ࡐであったことから、െ࠾年代（࢖༻年代）ではな͘ଌ定した年ྠの

年代を൓өしていると考えられる。そのため、୸化ࡐ試料が出土したϐοトがؼ属する建物跡の年代に

ついては、遺構の調査所ݟおよͼ上記した古木ޮ果のӨڹもؚめた検౼がඞ要である。

⑵　木材利用

　ϐοト（"4)15 1 1 ）からந出した୸化ࡐは、出土状況から柱ࡐなどの建築部ࡐに༝དྷするՄೳੑ

があるが、小ยであったことから本དྷの形状や木औりについての検౼にはࢸらなかった。なお、୸化ࡐ

試料は、थ種同定の結果、޿༿थのΫリに同定された。Ϋリは、ೋ次ྛなどにੜ育するམ༿高木であり、

木ࡐの࣭ࡐは重ߗでڧ౓・଱ੑٺが高いとされる。୸化ࡐ試料が建築部ࡐであれ͹、ڧ౓が高͘෗り೉

い木ࡐのར༻が推定される。

　明科廃寺では、աڈの発掘調査において、寺院に伴う倉庫等の施設と推定される掘立柱建物跡が確認

されている（明科町教委
2000）。このうち、大型の方形の柱穴から構成される 2号建物址、布掘りのج

ૅを༗する 3号建物址では柱ࡐが残存する柱穴が確認され、柱ࡐのथ種同定が実施されている。この結

果によれ͹、਑༿थのサϫラをؚΉώノΩ科から構成されることが明らかとされ、Ճ工ੑが高͘、๷஬

およͼ଱ਫ・଱࣪ੑに༏れた木ࡐのར༻がࢦఠされている（パリノ・サーヴェイ株式会社
 2000）。

クリ(試料1;ASH15 P1)
a:木口,b:柾目,c:板目

2a 2b 2c

100μm:2a

100μm:2b,c

ୈ18ਤ　୸Խࡐ
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　また、前ड़した 2౩の掘立柱建物は、発掘調査所ݟから、 2号建物址が明科廃寺創建時の建物、 3号

建物址が 2号建物址廃ઈޙの建物と推定されている。今回の試料は、޿༿थࡐ（Ϋリ）であったことや

2号建物址よりも明らかに古い年代をࣔしたことが஫ࢹされ、今ޙ、୸化ࡐ試料が出土したϐοトがؼ

属する遺構のੑ֨と߹わせた検౼が期଴される。
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第 ８章　調査の総括
　明科廃寺は、ত和28年（1953）にその存在が明らかになって以߱、本֨తな調査は行われͣ、ようや

͘平成11年（1999）に発ݟ以དྷ45年Ϳりに初めて本֨తな発掘調査が行われた。調査では寺院の中心త

な伽藍ではないが、倉庫や蔵等と考えられる掘立柱建物跡 4౩のほか、ଟྔの瓦ྨや瓦ౝ等が出土し、

明科廃寺の࢟がおぼろ͛ながら૝૾できるようになったが、ґવとして伽藍配置やن໛などղ明される

΂き՝୊はଟかった（明科町教委2000）。

1 　掘立柱柵列について

　今回の第 4次発掘調査では、調査地఺が寺院跡の中心伽藍にۙい場所であることから、調査面積が60

㎡とڱいൣғであったが、伽藍配置にഭる遺構の検出が期଴された。

　調査で検出された遺構は、掘立柱柵列、竪穴状遺構、ߔのほか平安時代ޙ期の土壙で、中心伽藍の遺

構は検出されなかった。

　検出された柵列の柱穴は、柱ਊが2.2～2.4N間ִでฒんでいることから、寺域の西側を区画する塀の

掘立柱区画塀の一部ͩと考えられる。同様のྫは飛驒市古川の杉崎廃寺にみられる（古川町教委1998）。

　杉崎廃寺は、明科廃寺出土軒丸瓦第一型式第 2ྨと同ᝎの軒丸瓦が出土している寿楽寺廃寺から直線

で約1.5LNのڑ཭にあり、平成 3～ ７年（1991～1995）にかけての発掘調査で、 ７世紀末創建の中心伽

藍શମが明らかになったというك༗な事ྫの寺院跡である。およそ40ʷ40Nの中心伽藍には一面の礫敷

がみられ、寺域は東西が60N、ೆ北はະ確定であるが80Nఔ౓とみられる寺院跡であり、寺域の境界は

掘立柵列が८り、中心伽藍も中໳から金ಊにࢸる͗ܨも回࿓ではな͘掘立柱柵列である。また、中心伽

藍શ域の礫敷は、ଞにྨྫがない（古川町教委1998、飛驒市教委2012）。

　飛ଭ古川ຍ地は、中央を෋
ㆨ

山
㇄ㆾ

࿷
わん

に஫ぐ神通川上流の宮
み㇄

川
がわ

が流れ、पғを1
000Nڃの山にғまれた東

西 2 LN、ೆ北12LNの細長いຍ地で、そのڱいൣғに古代寺院が10 ϲ寺も集中する特ҟな地域である。

飛ଭ国は、古代には༱調を収める代わりに木工が都で建物の଄営にै事する「ঊஸの国」として஌られ

ており、高
㆟か

山
㇄ㆾ

ຍ地をؚめると15 ϲ寺の古代寺院が集中する事実には、この地に૬౰な建築ٕज़者の集

ஂがあり、਺ଟの寺院の建築を通してそのٕज़をຏいていたことを૝定させる。

　寿楽寺廃寺は、飛ଭ国࠷古の寺院として『日本書紀』गௗݩ年（686）に大௡ߖ子の๳൓に連࠲した

新ཏࠫ໳行心が流された「飛ଭの伽藍」のՄೳੑがࢦఠされている（飛驒市教委2012）。その寿楽寺廃

寺と同ᝎの瓦を࣋つ明科廃寺とには、製瓦ٕज़者の交流があったことは明らかであるが、౰વ瓦͹かり

ではな͘、建築ٕज़者も関わりがあったՄೳੑも૝定できる。明科廃寺での今日までの調査でಘられた

礫敷遺構や掘立柱柵列などの存在は、杉崎廃寺の礫敷の中心伽藍、区画に༻いられる掘立柱柵列などと

するՄೳੑもഉআでࣅࠅめてۃ໛や伽藍配置もن、通する特௃であると考えられる。場߹によってはڞ

きない。

　今回の調査でݟつかった掘立柱柵列は、調査面積が͘ڱஅ定はできないが、寺域の西୺の掘立柱区画
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塀であるՄೳੑが高い。その場߹、明科廃寺の東西幅はおよそ80Nఔ౓となりそうで、今まで地籍図等

から推定していた80ʷ80Nの寺域がほぼ推定通りになるものと考えられる。第 3次調査の所ݟから寺域

東側には倉庫などがあることから、中心伽藍はその西側にあることになり、第 2次調査区の礫敷が検出

された部分が֘౰するものと考えられる。また、第 2次調査地区のೆに、一段高いห天᛿跡の記ࡌがあ

るが、これは中心伽藍のಊౝのجஃであるՄೳੑがあり、40～50N࢛方ఔ౓で、一面礫敷の中心伽藍が

૝定できる。

2 　創建・廃絶時期について

　創建時期については、出土瓦や須恵器等の遺物から ７世紀末から 8世紀初頭とのݟ方がされてきた。

今回の発掘調査で出土した古代の遺物の中で࠷も古いものは、ඇϩΫϩ੔形の土師器ᆀや高ᆀの٭部、

ฦりのある須恵器ᆀ֖のഁยであり、これまでの調査所ݟと߹致する。

　一方、廃ઈ時期を考えるうえで、今回の発掘調査によって確認された4, 1 は、஫໨す΂き遺構ͩと

いえる。今回、掘立柱柵列が検出されたことよって、寺域のൣғが推定できる。4, 1 は、掘立柱柵列

東側の寺域内に位置し、遺構のن໛は幅50～65DN、長さは࠷大でも150DNఔ౓ͩと推定される。4, 1

からは土師器ᆀ"が集中して 3఺出土しており、それͧれܘޱが9.5～10DN、器高が2.5～2.8DNと法ྔ

がଗっていて、ఈ部੾り཭しはいͣれも回సࢳ੾りである。出土遺物から平安時代ޙ期の土壙ͩと考え

られる。廃ઈ前の寺院内に土壙が構築されるとは考えに͘͘、平安時代ޙ期には寺院は廃ઈしていたと

考えられる。

3 　今後の課題

　今回の発掘調査によって、掘立柱柵列が検出され、寺域区画の西側一部が推定されたことは大きな成

果といえる。しかし、柵列がどこまでଓ͘のか、区画の֯やೆ北東面の境界がどこなのかは、ະͩ発掘

調査によって確認されていない。また、伽藍配置についても今回の調査では中心伽藍の遺構は検出され

ͣ、՝୊を残したままとなっている。

　瓦については、平成 9年（199７）に犀川のର岸に位置する桜坂古窯跡の発掘調査が実施され、丸瓦、

平瓦、第ೋ型式の軒丸瓦等が出土した（明科町教委1998）。その成果から明科廃寺の瓦څڙ窯であると

考えられるが、明科廃寺から出土している軒丸瓦第一型式第 1・ 2ྨは桜坂古窯跡から出土していない。

このことから、軒丸瓦第一型式第 1・ 2ྨをはじめ、桜坂古窯跡から出土していない瓦はどこでੜ࢈さ

れたのかを特定することがٻめられる。桜坂古窯跡のશ༰確認や、桜坂古窯跡の北方300Nఔに位置す

る宮原古窯跡の調査とその成果が期଴され、その結果をؚめて検౼するඞ要がある。

　また、明科廃寺は、軒丸瓦第一型式第 2ྨと同ᝎ関܎にある寿楽寺廃寺や、文様に同じҙঊをもつ軒

丸瓦が出土しているҥ川廃寺、天狗沢窯との関わりがࢦఠされている（山路2004、2013）。今ޙ、それ

ͧれの調査のਐలによって、瓦౰文様伝播経路や工人のҠ動が明らかになることが期଴される。
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ࣸ真図൛

1 　完掘状況（南から）

2　調査区遠景（南西から）

4　表土除去中（西から）

3　調査区全景（北西から）

5　完掘状況（西から）
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ࣸ真図൛

6 　掘立柱柵列（東から） 7　掘立柱柵列（南から）

8　SB 1 完掘（北から） 9　SB 1 完掘（南から）

10　SK 1 完掘（北から） 11　SD 1 完掘（東から）

12　遺物出土状況 13　調査区埋戻し後（南西から）
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ࣸ真図൛

14　出土瓦
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ࣸ真図൛

16　出土石器・金属製品
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15　出土土器
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要　約
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